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新
規
就
農

事
例
紹
介
コ
ー
ナ
ー
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親
子
で
新
規
就
農

き
ゅ
う
り
栽
培
22
a

都
城
市
下
長
飯
町

母
の
姉
平
川母

昌
子
さ
ん

正
良
さ
ん

修
子
さ
ん

正
和
さ
ん

父

平
川
正
良
さ
ん
は
平
成
19
年
7
月
に

新
規
就
農
さ
れ
、
父
の
正
和
さ
ん
、
母

の
修
子
さ
ん
と
3
人
で
キ
ュ
ウ
リ
栽
培

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
正
良
さ
ん

は
就
農
前
は
、
ハ
ウ
ス
建
築
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
お
り
、
作
業
の
合
間
に
農
家

の
様
子
を
見
な
が
ら
、
自
分
で
も
始
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た

そ
う
で
す
。
平
川
さ
ん
の
家
も
、
兼
業

農
家
で
し
た
が
水
稲
30
ア
ー
ル
の
規
模

で
し
た
。
本
格
的
に
就
農
を
目
指
す
こ

と
に
決
め
て
か
ら
は
、
ま
ず
北
諸
県
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
に
相
談
さ
れ
、

研
修
の
こ
と
や
所
有
し
て
い
る
田
を
利

用
し
た
農
業
経
営
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
ま
ず
は
｢
み
や
ざ
き
農

業
実
践
塾
｣
で
研
修
を
受
け
る
こ
と
に

決
め
た
そ
う
で
す
。

研
修
中
に
は
ハ
ウ
ス
や
機
械
は
で
き

る
だ
け
経
費
を
か
け
な
い
よ
う
中
古
の

も
の
を
確
保
す
る
な
ど
、
就
農
に
向
け

た
準
備
を
着
々
と
進
め
ま
し
た
。
就
農

後
は
農
協
の
キ
ュ
ウ
リ
部
会
に
加
入
し

就
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
A
周
囲
の
農
家
に

指
導
･
助
言
を
受
け
た
り
、
部
会
活
動

に
参
加
し
た
り
と
栽
培
技
術
や
経
営
の

向
上
に
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

農
協
青
年
部
や
消
防
団
に
も
加
入
し
、

人
脈
を
広
げ
る
地
域
活
動
を
大
切
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

父
の
正
和
さ
ん
は
農
業
を
始
め
た
こ

と
に
つ
い
て
｢
自
分
た
ち
で
段
取
り
を

決
め
ら
れ
る
し
、
周
り
の
同
年
代
は
や

る
こ
と
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
中
で
、

ず
っ
と
仕
事
が
あ
る
こ
と
が
良
い
。
｣

母
の
修
子
さ
ん
は

｢
や
っ
た
だ
け

結
果
が
で
る
。
体
が
第

一
な
の
で
食
事

な
ど
家
族
の
健
康
管
理
に
は
特
に
気
を

付
け
て
い
る
。
｣
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

公
社
の
新
規
就
農
相
談
で
は
、
親
子

で
農
業
を
始
め
た
い
と
い
う
方
も
多
く

平
川
さ
ん
は
そ
の
方
々
の
目
標
に
な
る

よ
う
な
就
農
事
例
で
は
と
今
後
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

就
農
の
た
め
の
研
修
費
用
を

無
利
子
で
融
資
し
ま
す
。

[
就
農
支
援
資
金
]

こ
れ
か
ら
の
就
農
の
た
め
に
、
県
立

農
業
大
学
校
や
民
間
の
研
修
教
育
施
設

や
国
内
外
の
先
進
農
家
等
に
お
い
て
、

概
ね
1
年
間
以
上
(
中
高
年
は
6
ヶ
月

以
上
)
の
研
修
を
行
う
方
に
、
必
要
と

な
る
資
金
を
無
利
子
で
融
資
し
ま
す
。

対
象
者
は
、
県
知
事
か
ら
就
農
計
画

の
認
定
を
受
け
た
、
認
定
就
農
者
等
で

す
。種
類
別
の
貸
付
額
は
次
の
と
お
り
。

①
農
大
枝
･
民
間
研
修
教
育
施
設
研
修

5

万
円

(
1
ヶ
月
)
×
在
学
期
間

②
国
内
外
で
の
先
進
農
家
等
研
修

15
万
円

(
1
ヶ
月
)
×
研
修
期
間

⑧
指
導
研
修
(
指
導
員
等
の
研
修
)

2
百
万
円

(
1
回
)

④
就
農
準
備
資
金
(
住
居
移
転
費
等
)

2
百
万
円

(
1
回
)

以
上
の
資
金
の
償
還
(
据
置
)
期
間

は
原
則
銘
(
4
)
年
以
内
で
す
。

毎
年
鱒
名
程
度
の
方
が
利
用
さ
れ
研
修

終
了
後
は
、
就
農
計
画
で
立
て
た
目
標

の
経
営
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

-

な
お
、
貸
付
要
件
は
、
年
齢
、
地
域

に
よ
り
若
干
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
担
い
手
支
援
課
ま
で
!

【
担
い
手
支
援
課
】

　　
　　　
　
　　　　

本
年
度
事
業
と
し
て
、
霧
島
南
部
地

区
、
西
都
･
児
湯
地
区
、
宮
崎
中
央
地

区
の
3
地

区
を
実
施
予
定
で
す
が
、
4

月
20
日
発
生
し
た
口
蹄
疫
の
拡
大
防
止

と
早
期
終
息
を
願
い
、
4
ヶ
月
余
り
に

亘
っ
て
あ
ら
ゆ
る
防
疫
対
策
が
施
さ
れ

漸
く
8
月
27
日
に
終
息
宣
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
畜
産
公
共
事
業
の
実
施
主

体
と
し
て
畜
産
振
興
に
携
わ
っ
て
お
り

ま
す
公
社
と
し
て
も
、
安
堵
致
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
畜
産
農
家
が
直
接
事
業
参

加
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
宮

崎
中
央
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

｢
J

A
宮
崎
中
央
｣
も
事
業
参
加
し
て
施
設

の
整
備
を

一
体
的
に
行
い
、
所
管
の
希

望
畜
産
農
家
を
入
植
さ
せ
る
と
い
う
新

た
な
試
み
の
畜
産
生
産
団
地
の
造
成
が

始
ま
り
ま
し
た
。

入
植
者

一
人
当
た
り
50
頭
規
模
の
施

設

(
繁
殖
牛
舎
、
堆
肥
舎
、
飼
料
庫
等
)

を
割
り
当
て
、
高
岡
町
団
地
に
は
3
名
、

佐
土
原
町
団
地
に
4
名
か
そ
れ
ぞ
れ
入

植
さ
れ
る
予
定
で
す
。

公
社
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
宮

崎
の
更
な
る
畜
産
振
興
を
支
援
す
べ
く

様
々
な
畜
産
公
共
事
業
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

【
畜
産
施
設
課
】

度
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｢農
地
保
有
合
理
化
事
業
で
口
蹄
疫
患

畜
等
の
埋
却
地
確
保
を
支
援
｣

今
回
発
生
し
た
口
蹄
疫
で
は
、
患
室
田

･
疑
似
患
畜
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
家

畜
約
2
9
万
頭
が
殺
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

発
生
地
域
で
は
、
関
係
農
家
や
関
係

機
関
等
が

一
丸
と
な
っ
て
殺
処
分
さ
れ

た
家
畜
の
理
却
地
確
保
に
当
た
ら
れ
ま

し
た
が
、
処
分
頭
数
が
あ
ま
り
に
も
多

い
こ
と
や
、
中
に
は
埋
却
で
き
る
農
地

を
十
分
所
有
し
て
い
な
い
農
家
も
多
か

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
個
別
農
家
単
位

で
の
埋
却
地
の
確
保
は
困
難
を
極
め
、

埋
却
の
遅
れ
が
非
常
に
懸
念
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
緊
急
を
要
す
る
埋
却
用

地
の
確
保
に
つ
い
て
国
や
県
が
協
議
検

討
し
た
結
果
、
農
地
保
有
合
理
化
事
業

を
活
用
し
て
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が

打
ち
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

公
社
は
、
農
地
保
有
合
理
化
法
人
と

し
て
、
優
良
農
地
の
担
い
手
へ
の
集
積

を
支
援
す
る
た
め
、
規
模
縮
小
又
は
離

農
さ
れ
る
農
家
等
か
ら
農
地
を
買
い
入

れ
、
一
時
保
有
の
後
に
規
模
拡
大
志
向

農
家
へ
再
配
分
す
る
こ
の
農
地
保
有
合

理
化
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
関
係

機
関
と
も
協
議
し
、
本
事
業
で
埋
却
用

地
を
買
い
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

公
社
で
は
、
埋
却
地
と
し
て
利
用
さ

れ
た
農
地
の
中
で
口
蹄
疫
発
生
の
市
町

農
業
委
員
会
か
ら
事
業
申
請
の
あ
っ
た

も
の
か
ら
随
時
買
い
入
れ
て
お
り
、
本

年
度
中
に
は
全
て
の
用
地
買
入
を
終
え

る
計
画
で
す
。

きせ

☆
埋
却
用
地
の
管
理

埋
却
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
農
地
は
、

埋
却
時
に
出
た
石
礫
が
多
数
露
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法

に
基
づ
き
3
年
間
は
発
掘
が
制
限
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
当
分
の
間
は
営

農
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
保
守
管

理
の
た
め
の
草
刈
り
や
石
礫
除
去
等
の

再
生
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

｢園
芸
ハ
ウ
ス
再
編
事
業
｣
の
紹
介

当
公
社
で
は
、
昨
年
度
よ
り
園
芸
ハ

ウ
ス
再
編
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。。

園
芸
ハ
ウ
ス
再
編
事
業
と
は
、
農
地

の
面
的
利
用
を
図
る
上
で
障
害
と
な
る

老
朽
ハ
ウ
ス
を
、
面
的
集
積
組
織
が
適

切
と
認
め
る
園
芸
ハ
ウ
ス
集
積
区
域
に

移
設
す
る
際
に
必
要
と
な
る
経
費
を
支

援
す
る
県
単
事
業
で
す
。

一
【補
助
対
象
と
な
る
園
芸
ハ
ウ
ス
】

①
集
積
先
の
要
件

ハ
ウ
ス
団
地
と
し
て
集
落
の
合
意

を
得
た
区
画
又
は
、
今
後
、
5
年

間
で
概
ね
一
h

a
以
上
の
面
的
に

集
積
さ
れ
た
ハ
ウ
ス
団
地
と
な
る

こ
と
が
確
実
な
区
域
へ
の
移
設
。

②
集
積
元
の
要
件

農
地
の
面
的
利
用
に
障
害
と
な
る

園
芸
ハ
ウ
ス
で
移
設
後
の
農
地
が

確
実
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
。

②
集
積
者
の
要
件

認
定
農
業
者
、
認
定
就
農
者
又
は
、

特
定
農
業
法
人
。

二
【補
助
対
象
と
な
る
経
費
】

(補
助
率

三
分
の
一
以
内
)

①
耕
作
さ
れ
て
い
る
園
芸
ハ
ウ
ス
の

集
積
園
芸
ハ
ウ
ス
移
転
に
か
か
る
解
体
、

運
搬
、
立
て
込
み
経
費
。

②
耕
作
放
棄
さ
れ
た
園
芸
ハ
ウ
ス

み
や
ざ
き
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農
地
再
生

事
業
で
再
生
整
備
対
象
と
さ
れ
た
園

芸
ハ
ウ
ス
の
移
転
に
か
か
る
立
て
込

み
経
費
。

※
れ
年
度
実
績
は
2
件
の
園
芸
ハ
ウ

ス
移
転
に
補
助
し
ま
し
た
。
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国
の
認
定
を
受
け
た
農
商
瓜
!
-

連
携
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す

平
成
20
年
度
に
、
国
が
｢
農
商
工
等

連
携
促
進
法
｣
を
制
定
し
、
同
年
7
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
最
近
耳
に
さ
れ
る
こ
と
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
｢
農
商
工
連
携
｣

と
は
、
｢
農
林
漁
業
者
と
商
工
業
者
が

通
常
な
さ
れ
て
い
る
原
料
供
給
な
ど
の

取
引
関
係
を
超
え
て
協
力
し
合
い
、
お

互
い
の
経
営
資
源
や
強
み
を
活
か
し
て

新
た
に
売
れ
る
商
品
の
開
発
や
サ
ー
ビ

ー-
…
--
--
‐
-
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ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
需
要
の

開
拓
を
行
う
こ
と
｣
で
す
。

左
上
図
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
平
成

18
年
度
か
ら
、
中
小
企
業
者
同
士
が
同

様
の
連
携
を
行
っ
て
新
商
品
や
新
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
｢
新
連
携
｣
が
ま
ず

始
ま
り
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
、
県
毎

の
地
域
資
源
(
本
県
の
例
で
は
、
き
ん

か
ん
･
宮
崎
牛
･
焼
酎
な
ど
)
を
利
活

用
し
、
新
商
品
の
開
発
な
ど
を
支
援
す

る

｢

地
域
資
源
活
用
｣
が
開
始
さ
れ
、

｢
農
商
工
連
携
｣
が
こ
の
2
事
業
に
続

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
国
の
認
定
を
受
け
る
と
、

商
品
開
発
や
販
路
開
拓
に
使
え
る
補
助

金
の
助
成
、
政
府
系
金
融
機
関
や
農
業

改
良
資
金
の
融
資
、
設
備
投
資
に
関
す

る
減
税
、
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
保
証

額
の
上
乗
せ
な
ど
、
様
々
な
支
援
施
策

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

本
県
で
は
平
成
22
年
1
月
に
、
新
た

に
｢
鶏
肉
の
低
利
用
部
位
を
主
原
料
に

し
た
新
商
品
の
開
発
と
販
路
開
拓
｣
と

｢

規
格
外
青
果
物
の
パ
ウ
ダ
ー
加
工
及

び
販
路
開
拓
｣
の
2
件
が
、
国
の
農
商

工
連
携
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

農
商
工
連
携
の
国
の
認
定
数
は
、
平

成
22
年
4
月
時
点
で
、
国
全
体
で
は
3

7
1
件
、
九
州
で
は
蛇
件
(
別
に
沖
縄

県
が
13
件
)
、宮
崎
県
で
は
5
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

-i日露監瀰覇!竪鞠琵珊閣團 ･銘柄鶏の飼育･出荷　 　　 　
　　　　　　　　　 　　

謎箱 ･
おから入りの飼料施用

　

　
　　 　　　 　 　 　　　　　　
‐ゞ ;‘

　
　　 　 　　　　　 　 　
一 -- 一

顧 -- - ---一割重 -嚢隣膿肉界の市場 ･顧割こ販売 (主に女性や高齢者同僚).

連携体

①
｢
鶏
肉
の
低
利
用
部
位
を
主
原
料

に
し
た
新
商
品
の
開
発
と
販
路
開
拓
｣

鶏
肉
に
つ
い
て
は
、
も
も
肉
は
好
ま
れ

価
格
も
い
い
の
で
す
が
、
も
も
肉
以
外

の
特
に
む
ね
肉
や
手
羽
は
、
低
価
格
で

取
引
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

左
図
に
あ
る
三
者
は
、
こ
れ
ま
で
も

｢
と
ね
ど
り
炭
火
燒
｣
な
ど
の
商
品
を

開
発
し
販
売
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

お
か
ら
を
配
合
し
た
飼
料
を
使
っ
て
鶏

を
飼
養
し
、
特
に
低
利
用
部
位
の
鶏
肉

を
活
用
し
て
女
性
や
高
齢
者
向
け
の
機

能
性
の
高
い
ヘ
ル
シ
ー
な
加
工
食
品
の

開
発
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

②
｢
規
格
外
青
果
物
の
パ
ウ
ダ
ー
加

工
及
び
販
路
開
拓
｣

農
事
組
合
法
人
｢
今
新
｣
は
、
三
股

町
樺
山
に
あ
る
集
落
営
農
法
人
で
あ
り

米
･
大
豆
･
加
工
用
の
野
菜
を
栽
培
し

て
い
ま
す
が
、
野
菜
で
は
規
格
外
品
が

多
く
出
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
有

限
会
社
｢
ハ
ー
ト

･
コ
ー
ポ

レ
ー
シ

ョ

ン
｣
と
提
携
し
て
、
乾
燥
野
菜
粉
末
の

生
産
と
販
売
を
手
が
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
商
品
化
の
際
に
は
、
人
尋
産

業
株
式
会
社
の
、
パ
ウ
ダ
ー
化
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
新
農
業
支
援
課
】

轢
讓
蝋

藍
纜参加晦 糎“　　　 　　
　　　　　　　　　　

減圧平衡発熱乾燥法によるパウダー化技術の提供･指導

コーポレーご 、
農事組合法人『今新｣

宮崎県農業振興公社ニュース

農商工連携に関連する3事業の区分



宮崎県農業振興公社ニュース

平
成
二
十
二
年
度

第
一
回
通
常
総
会
を
開
催

当
公
社
で
は
、
去
る
年
6
月
1
日
に

社
団
法
人
宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
二
階

研
修
室
に
お
い
て
平
成
22
年
度
第

一
回

通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
長
友
理
事
長
が
あ
い

さ
つ
の
後
、
宮
崎
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
の
黒
田
会
長
を
議
長
に
選
出

し
、
平
成
21
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
、
役
員
の
選
任
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
な
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

選
任
さ
れ
た
役
員
(
任
期
は
平
成
23

年
6
月
1
日
ま
で
)
桑
畑
和
男
(
三
股

町
長
)

お
知
ら
せ

｢

宮
崎
県
農
業
会
議
｣
が
四
月
に
当

公
社
事
務
所
敷
地
内
に
移
転
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
と
も
公
社
と
農
業
会
議
と
の

連
携
を
十
分
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で

農
地
に
関
す
る
こ
と
、
担
い
手
や
新
規

就
農
に
関
す
る
こ
と
、
耕
作
放
棄
農
地

の
活
用
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
社
ニ
ュ
ー
ス
も
発
刊
以
来

第
9
号
を
数
え
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
ス
に

取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
や
、

ご
意
見
ご
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

何
な
り
と
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

｢i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
扇
ご
i
J

･畜産担い手育成総合整備事業の実施 ,
1 新農業支援課 課長 土器一彦 l

l .地域力連携拠点事業及びみやざき発. 1

1 業務用農産物生産拡大事業に関すること1

1 ･他産業の農業参入支援に関すること ー
｣ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ｣

･農業の担い手の確保･育成事業の実施 -

課長 中村 哲朗

･農地保有合理化事業の実施

･耕作放棄地の解消

課長 盛永美喜男

一デイネーター
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K 9月 ~ = 月の主な行事"

9 / 25 (土) 新農業人フェア(東京)

10 / 24 (日) 宮崎県新規就農相談会(宮崎県職員健康プラザ)

10 / 30 (土) 宮崎県移住相談会(東京会場)

11 / 2 (火) 秋のみやざき就職フェア(サミット4F )

11 / 14 (日) 新農業人フェア(大阪)


